
様式第５号

（宛先）岡 崎 市 ⻑

（市費補助金等事業者等）

※代表者が手書きしない場合は記名押印をしてください。

号で市費補助金等の交付決定が

ありました事業は、次のとおり完了しました。

（添付書類）

・ 事業報告書（様式第６号）

・ 収支決算書（様式第７号)

・ 事業に支出した領収書

・ 活動が分かるパンフレット・写真等

市費補助金等実績報告書

令和 7 年 3 月 20 日

住所 岡崎市○×町▲▲１－２ー３

団体名 地域の高齢者の健康を守る会

代表者 協働 花子 (※)

 令和６年６月１日付け６岡崎市指令市協第 12345678

1 市費補助事業名 シニアの交流会

精算額 ￥ 116,000

3
市費補助事業の

実施期間
令和 6 年 6 月

2
交付決定額及び

その精算額

交付決定額 ￥ 124,000

3 月 18 日

4
市費補助事業の

成果

・補助金を受け、会場費に充てることができたことにより、より多くのシ
ニア交流会を行うことができ、多くのかたに認知された。
・専門知識を持った講師を招くことで、会員の専門知識が深まり、悩みの
解消や、より効果的な課題解決を見出すことに繋がった。

1 日 〜 令和 7 年

【成果欄に記載していただきたい内容】

・地域課題の解決や市⺠ニーズへの対応

・補助事業によって得ることのできた効果 など

＜自立支援型の場合＞

自立の促進や活動の発展性 など

＜事業支援型の場合＞

補助対象事業がどのような地域課題を解決することができたか など

見本



様式第６号

事業報告書

団体名 地域の高齢者の健康を守る会

実施期間

成果

・補助金を受け、会場費に充てることができたことにより、より多くのシニア交
流会を行うことができ、多くのかたに認知された。
・専門知識を持った講師を招くことで、会員の専門知識が深まり、悩みの解消
や、より効果的な課題解決を見出すことに繋がった。
・補助事業を通じて、△△であることがわかったので、これまでのノウハウを活
かし、〇〇地域交流センターだけでなく、他の施設においてもシニア交流会を開
催し、活動の範囲を広げるきっかけになった。

参加者数令和６年６月１日～令和７年３月１８日 延べ２００名

事業名

シニアの交流会

場所

○○地域交流センター

内容

月１回（計１０回）○○地域交流センターで、市内の高齢者を対象に、健康体操・交流・
相談会等を開催した。
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様式第７号

【収入の部】

【支出の部】

収支決算書

団体名 地域の高齢者の健康を守る会

項目 予算額（円） 決算額（円） 備考（増減理由等）

岡崎市市⺠公益

活動事業費補助金
124,000 116,000 Ⓓ×補助率が上限

他の補助金収入Ⓒ 200,000 50,000 支出の部Ⓒと同額 ○×基金

自己資金 200,000 105,200

事業収入 10,000 11,000

その他収入

収入合計Ⓐ 534,000 282,200 （Ⓑと同額）

項目 予算額（円） 決算額（円） 備考（増減理由等）

謝礼金等 64,800 50,000 一部会員が講師を担ったため。

旅費 5,600 5,600

消耗品費 82,000 90,000

印刷製本費 40,000 27,500
掲示物の電子化を図り、ポスター印刷数が減少
したため。

通信運搬費 27,000 29,100
想定以上の参加があり、保険対象枠が変更に
なったため。

委託料

使用料・賃借料 30,000 30,000

補助対象経費計Ⓓ 249,400 232,200 上記の合計

補助申請額 124,000 116,000 Ⓓ×補助率が上限

他の補助金を充て

る額Ⓒ
200,000 50,000 収入の部Ⓒと同額

経費合計Ⓑ 449,400 282,200 Ⓑ＝Ⓒ＋Ⓓ（Ⓐと同額）

予算額は収支予算書と一致すること

見本


